
富
山
廟
の
稲
花
会
に
つ
い
て

松
　
田
　
吉
　
郎

は
じ
め
に

筆
者
は
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
〇
九
年
の
五
力
年
間
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流

と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
－
寧
波
を
佳
苫
叫
と
す
る
学
際
的
創
生
－
」
　
（
領
域
代
表
　
東
京
大
学
小
島
毅
先
生
）
　
の
　
「
寧
波
地
域
の
水

利
開
発
と
環
境
」
班
の
代
表
を
勤
め
、
寧
波
地
域
の
水
利
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

寧
波
地
域
は
唐
代
九
世
紀
に
王
元
時
が
官
山
堰
を
建
設
し
て
か
ら
、
西
部
地
域
は
従
来
の
広
徳
湖
に
加
え
、
富
山
堰
が
水
利
潅
漑

の
主
要
施
設
と
な
り
、
東
部
地
域
は
従
来
か
ら
の
東
銀
湖
が
水
利
潅
漑
を
担
っ
た
。
し
か
し
、
政
和
七
年
（
一
一
一
七
）
模
昇
が
広

徳
湖
を
潮
田
化
し
、
そ
の
八
〇
〇
頃
の
水
田
の
租
を
高
麗
使
節
の
接
待
費
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寧
波
地
域
の
水
利
は
富
山
堰
と
東

銭
湖
水
利
に
限
定
さ
れ
、
寧
波
西
部
地
域
の
主
要
水
利
施
設
は
富
山
堰
と
な
っ
た
。

こ
の
富
山
堰
を
建
設
し
た
王
元
暗
に
対
し
て
は
寧
波
の
人
々
の
信
奉
は
厚
く
、
旧
暦
三
月
三
日
、
六
月
六
日
、
一
〇
月
一
〇
日
の

年
三
回
廟
会
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
最
大
の
も
の
は
六
月
六
日
の
稲
花
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
稲
花
会
は
一
九
四
五
年
に
開
催
さ
れ
て
か
ら
長
ら
く
実
施
さ
れ
ず
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
六
日
　
（
木
）
　
に
六
四
年
ぶ
り
に

復
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
筆
者
は
富
山
堰
文
物
保
護
管
理
事
務
所
の
陳
恩
光
氏
よ
り
教
え
て
戴
き
、
稲
花
会
を
見
学
す
る
こ
と
が
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で
き
た
。

本
稿
は
陳
恩
光
氏
の
稲
花
会
研
究
の
成
果
と
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
六
日
の
稲
花
会
の
様
子
を
参
考
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

I
　
『
郡
江
橋
』
　
（
陳
思
光
）
　
に
見
え
る
稲
花
会

陳
恩
光
氏
は
一
九
四
八
年
生
で
現
在
六
〇
歳
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
ま
で
官
山
堰
文
物
保
護
管
理
所
所
長
を
勤
め
て
い
た
。
こ
の

富
山
堰
文
物
保
護
管
理
所
は
富
山
堰
を
創
建
し
た
王
元
時
を
祭
る
富
山
廟
境
内
に
あ
る
。
陳
恩
光
氏
は
『
歴
史
名
鎮
　
那
江
橋
　
地

方
古
掌
　
参
考
資
料
』
（
出
版
年
は
不
明
）
を
著
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
二
〇
〇
六
年
に
陳
恩
光
氏
よ
り
同
書
を
戴
い
た
。
同
書
の

編
後
記
に
よ
る
と
、
陳
恩
光
氏
は
老
人
の
口
碑
伝
説
と
関
係
者
か
ら
収
集
し
た
資
料
に
よ
っ
て
同
書
を
作
成
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

同
書
所
収
の
陳
恩
光
著
「
那
江
鎮
的
歴
史
沿
革
和
変
遷
」
　
に
よ
る
と
郡
江
鏡
は
古
代
、
郡
江
鏡
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

東
晋
隆
安
四
年
（
四
〇
〇
）
　
に
劉
裕
が
句
章
（
現
在
の
那
江
鎮
）
　
に
駐
屯
し
、
隆
安
五
年
（
四
〇
一
）
　
に
句
章
の
地
に
県
城
を
遷

す
こ
と
を
決
定
し
た
。
隋
代
都
県
・
都
県
・
飴
桃
の
三
県
を
句
章
と
し
、
県
治
は
継
続
し
て
小
渓
鎮
（
現
在
の
那
江
鎮
）
　
に
置
か
れ

た
。
唐
開
元
二
六
年
（
七
三
八
）
　
に
明
州
が
置
か
れ
た
が
、
州
治
・
県
治
は
と
も
に
小
漠
に
置
か
れ
、
小
漠
は
州
の
大
鏡
で
あ
っ
た
。

大
暦
六
年
（
七
七
一
）
　
に
都
県
県
治
を
寧
波
三
江
口
（
現
在
の
寧
波
の
中
心
地
）
　
に
移
し
た
が
、
州
治
は
小
漠
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

長
慶
元
年
（
八
二
一
）
都
県
治
は
小
漠
に
戻
り
、
州
治
は
寧
波
三
江
口
に
移
っ
た
。
以
後
、
小
渓
鏡
は
光
渓
鎮
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

そ
し
て
、
唐
太
和
七
年
（
八
三
三
）
、
邸
県
令
王
元
瞳
が
光
渓
鎮
（
現
在
の
郵
江
鎮
）
　
に
富
山
堰
を
設
置
し
、
光
渓
鎮
並
び
寧
波

西
部
の
農
村
部
、
三
江
口
の
都
市
部
に
水
を
供
給
し
た
。
こ
う
し
て
寧
波
西
部
～
三
江
口
地
域
の
水
利
が
整
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
五

代
初
期
九
〇
九
年
に
県
治
も
三
江
口
に
移
り
、
光
渓
鎮
（
那
江
鎮
）
　
は
寧
波
の
政
治
的
中
心
地
か
ら
退
い
た
。

16



（宅山堰　2005年12月根影）

し
か
し
、
那
江
鐘
の
人
々
を
含
め
、
寧
波
の
人
々
は
王
元
時
を
崇
拝
し
続
け
た
。

『
乾
遺
四
明
図
経
』
　
（
南
宋
乾
道
五
年
∧
一
一
六
九
V
、
張
津
纂
集
）
　
巻
二
に
よ

る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

富
山
堰
葡
瑚
倒
嘲
在
願
西
南
四
十
里
、
以
願
碑
考
之
、
蓋
唐
太
和
中
（
八
二

七
～
八
三
五
）
邑
宰
浪
郵
到
倒
璃
元
暗
之
両
也
、
先
是
蕨
土
連
江
、
鹿
田
宜

相
、
毎
風
清
作
珍
、
或
水
早
成
災
、
侯
乃
命
採
石
於
山
、
烏
堤
鵠
防
、
過
流

於
川
、
以
港
以
漑
、
通
乎
潤
下
之
澤
、
建
乎
不
抜
之
基
、
能
於
歳
時
大
獲
民

利
、
白
富
山
堰
漑
良
田
　
　
者
凡
数
千
頃
、
故
郷
民
徳
之
、
立
伺
以
祀
、
後

封
馬
首
捌
側
、
皇
朝
乾
這
四
年
（
一
一
六
八
）
七
月
八
日
有
旨
、
腸
圃
簡
廟

額
、
知
麻
事
揚
布
書
、
太
守
直
閣
張
公
津
之
所
立
也

富
山
堰
の
善
政
侯
廟
（
即
ち
、
官
山
廟
）
　
は
都
県
（
現
在
の
寧
波
三
江
口
）
　
か

17

ら
西
南
四
〇
里
　
（
約
二
〇
玩
）
　
の
所
に
あ
る
。
廟
碑
に
よ
る
と
、
唐
太
和
年
間

（
八
二
七
～
八
三
五
）
鄭
県
令
の
王
元
峰
を
祭
っ
た
伺
堂
で
あ
る
。
富
山
堰
が
築
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
数
千
頃
（
一
頃
は
五
・
六
哲

が
濯
漑
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
郷
民
が
王
元
峰
の
業
績
を
徳
と
し
、
耐
堂
（
廟
）
を
建
て
祭
祀
し
た
。
後
に
王
元
瞳
は
善
政
侯
に
封

ぜ
ら
れ
、
南
宋
乾
道
四
年
（
一
二
ハ
八
）
七
月
八
日
に
朝
廷
か
ら
の
詔
に
よ
り
遺
徳
廟
の
額
を
戴
い
た
。
同
廟
は
善
政
侯
廟
と
言
わ

れ
た
り
、
富
山
遺
徳
廟
と
言
わ
れ
、
俗
に
官
山
廟
と
言
わ
れ
、
人
々
に
崇
拝
さ
れ
て
い
る
。

南
宋
淳
祐
九
年
（
一
一
八
二
）
　
に
王
元
瞳
は
霊
徳
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
清
嘉
慶
一
〇
年
（
一
八
〇
五
）
　
に
字
恵
侯
が
加
封
さ
れ
た
。

逆
光
二
一
年
（
一
八
四
一
）
に
富
山
廟
は
重
修
さ
れ
ね
。



富
山
廟
の
廟
会
は
旧
暦
の
三
月
三
日
、
六
月
六
日
、
一
〇
月
一
〇
日
の
三
回
あ
る
。
六
月
六
日
は
稲
花
会
と
呼
ば
れ
、
最
大
の
も

の
で
あ
る
。
一
〇
月
一
〇
日
は
王
元
時
の
誕
生
日
で
あ
り
、
富
山
堰
の
建
設
日
で
も
あ
っ
た
の
で
祝
わ
れ
て
い
る
。

（宮山廟　2005年12月撮影）

（宮山廟内の王元嘩像　2005年12月撮影）

さ
て
、
こ
の
旧
暦
六
月
六
日
の
稲
花
会
に
つ
い
て
は
『
郡
江
橋
』
（
陳
恩
光
）
那
江
橋
的
風
情
習
俗
、
稲
花
会
に
記
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
そ
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

り
ー

〝
六
月
六
〟
稲
花
会
は
那
江
橋
詰
多
の
行
会
の
中
で
規
模
が
最
大
、
範
囲
も
最
大
の
民
間
行
会
で
あ
る
。
唐
宋
二
代
は
掬
沙
会
と

称
し
、
明
清
以
後
は
太
平
会
と
称
し
た
。

稲
花
会
は
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
、
稽
谷
開
花
時
の
農
閑
期
の
節
句
で
あ
る
。



唐
大
和
年
間
に
富
山
堰
が
建
設
さ
れ
る
前
、
光
渓
及
び
北
渓
古
港
〓
帝
は
、
洪
水
の
衝
撃
に
よ
り
常
に
砂
石
で
於
塞
し
た
。
二
校

の
水
は
樟
漠
よ
り
平
水
澤
を
へ
て
那
江
に
直
下
し
、
淡
水
は
蓄
積
出
来
に
く
か
っ
た
。
郡
西
の
梅
園
・
蜃
蚊
・
鳳
容
・
古
林
等
の
地

の
郷
民
は
淡
水
を
用
い
難
い
と
い
う
苦
労
が
あ
っ
た
。
六
月
六
日
前
後
の
農
閑
期
、
民
衆
は
自
発
的
に
組
織
し
、
土
箕
、
扇
担
、
沙

把
な
ど
の
掬
沙
道
具
を
携
帯
し
、
郡
江
橋
光
漠
と
北
渓
港
の
二
地
で
掬
沙
し
、
河
道
を
疎
通
し
、
引
水
し
て
洗
浄
潅
漑
し
た
。
付
近

の
市
販
商
頁
も
ま
た
紛
々
と
那
江
橋
に
あ
つ
ま
り
商
業
を
営
ん
だ
。
し
ば
ら
ぐ
し
て
郵
江
橋
独
特
の
全
市
と
な
り
、
俗
に
掬
沙
会
と

称
し
た
。
富
山
堰
は
建
設
後
、
那
西
七
郷
の
農
耕
・
飲
料
水
の
水
源
と
な
り
、
郷
民
は
那
江
橋
に
来
て
掬
沙
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
が
、

人
々
は
六
月
六
日
の
拘
沙
会
を
記
憶
し
て
い
た
。
毎
年
、
那
江
橋
に
集
ま
る
日
は
遂
に
三
月
三
日
、
一
〇
月
一
〇
日
以
外
に
別
の
廟

会
、
即
ち
、
俗
称
、
稲
花
会
と
な
っ
た
。

〝
稲
花
会
″
　
は
　
〝
太
平
会
″
　
と
も
称
し
た
。

社
会
的
原
因
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
当
時
毎
年
の
夏
季
の
到
来
に
よ
っ
て
、
各
種
各
様
の
伝
染
病
、
疫
病
が
発
生
し
た
。
同
時
に

封
建
社
会
の
旧
恩
想
意
識
か
ら
当
坊
の
習
俗
で
は
番
を
焚
き
沐
浴
し
、
上
蒼
（
上
天
）
　
に
告
げ
た
。
香
灰
を
会
し
、
浄
水
を
飲
み
、

神
霊
の
庇
護
を
求
め
、
太
平
を
祈
祷
し
た
。
続
い
て
富
山
遺
徳
廟
王
元
瞭
公
の
神
像
に
出
駕
し
て
各
方
面
へ
の
巡
視
を
求
め
、
平
安

を
求
め
、
豊
作
を
願
っ
た
。

ノ
　
唐
宋
以
来
、
既
に
掬
沙
会
が
あ
っ
た
。

南
宋
初
期
、
高
宗
越
横
が
都
を
杭
州
に
定
め
、
漸
東
地
区
の
経
済
文
化
も
ま
た
繁
栄
し
た
。

稲
花
会
は
先
に
民
社
が
自
発
的
に
行
会
を
組
織
し
、
後
に
徐
々
に
廟
が
組
織
す
る
整
っ
た
廟
会
隊
伍
に
変
わ
っ
た
。
清
軍
が
入
関

し
、
康
黙
年
間
、
清
皇
朝
、
応
天
順
民
の
た
め
に
廟
会
を
発
展
さ
せ
た
。
明
清
両
代
の
　
〝
六
月
六
日
〟
廟
会
の
盛
況
は
以
下
の
よ
う
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で
あ
る
。

〝
六
月
六
日
″
稲
花
会
の
会
期
は
三
日
間
で
、
即
ち
初
五
日
か
ら
初
七
日
ま
で
、
那
江
橋
富
山
廟
界
下
に
は
合
計
四
大
壁
、
十
二

小
壁
あ
り
、
そ
の
下
に
十
五
個
の
自
然
村
が
あ
っ
た
。
各
村
坊
に
一
人
の
柱
首
を
設
け
、
柱
首
は
各
村
・
各
堕
よ
り
先
賢
達
人
を
選

ん
で
充
当
し
、
廟
会
を
主
担
し
、
廟
会
下
の
一
切
の
事
宜
を
差
配
し
た
。

廟
会
の
下
に
十
全
一
社
を
設
け
、
柱
と
称
し
た
。
議
事
を
柱
と
称
し
、
行
会
を
会
と
称
し
、
十
全
一
社
を
一
緒
に
し
て
一
支
行
会

の
隊
伍
を
作
っ
た
。

十
会
一
社
及
び
そ
の
主
司
の
職
責
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

伏
頭
会
‥
廟
神
王
令
公
（
王
元
時
）
　
の
帽
子
を
専
管
し
た
。

揺
鈴
会
‥
廟
神
王
令
公
の
袖
服
を
専
管
し
た
。

火
符
会
‥
王
令
公
出
殿
時
の
照
明
器
具
を
専
管
し
た
。

3

攣
駕
会
‥
神
橋
前
の
二
十
四
件
の
儀
伎
璧
矧
を
専
管
し
た
。

揺
堂
会
‥
王
令
公
神
橋
の
昇
降
を
専
管
し
た
。

九
如
会
‥
廟
会
の
演
戯
を
専
管
し
た
。

河
台
会
‥
官
池
河
で
船
を
雇
っ
て
行
う
河
台
戯
の
上
演
を
専
管
し
た
。

供
会
　
‥
上
供
、
爵
献
、
祭
祀
を
専
管
し
た
。

胞
担
会
‥
神
橋
出
殿
時
の
全
て
の
火
砲
器
具
を
専
管
し
た
。

善
慶
龍
会
‥
老
龍
の
護
駕
を
専
管
し
た
。

銃
爆
社
‥
三
眼
銅
銃
で
駆
邪
助
威
を
専
管
し
た
。
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こ
の
十
全
一
社
は
銃
爆
社
が
句
章
郷
懸
慈
村
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
の
を
除
き
、
そ
の
他
の
十
会
は
富
山
廟
界
下
の
弟
子
が
組
織

し
た
も
の
で
あ
る
。

廟
会
は
六
月
五
日
に
開
始
し
、
富
山
堰
に
よ
り
利
益
を
受
け
富
山
遺
徳
廟
よ
り
恩
恵
を
受
け
て
い
る
段
塘
の
郷
民
が
自
発
的
に
百

官
船
三
隻
を
組
織
し
た
。
六
月
四
日
、
河
台
会
よ
り
通
知
し
、
．
船
を
操
縦
し
て
郡
江
橋
官
池
河
に
到
着
し
、
五
日
に
官
池
河
中
に
お

い
て
河
合
戯
の
上
演
を
開
始
し
た
。
戯
劇
の
種
類
の
多
く
は
微
板
戯
で
あ
り
、
《
鴻
善
劇
団
》
と
名
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
戯
子
の
多

く
は
老
演
員
で
あ
り
、
価
細
（
出
演
料
・
衣
装
代
）
　
は
比
較
的
安
か
っ
た
。
中
に
は
演
員
に
扮
し
た
者
が
お
り
、
演
唱
時
命
が
け
で

頑
を
揺
ら
し
て
発
声
し
、
那
江
橋
の
人
が
い
う
老
話
の
　
〝
老
大
鴻
善
微
板
、
落
落
動
生
三
″
　
で
あ
っ
た
。

六
月
五
日
午
前
、
廟
会
の
総
首
桂
台
は
十
全
一
社
の
各
柱
首
を
集
め
富
山
廟
で
議
事
さ
せ
、
〝
六
月
六
″
　
の
廟
神
の
出
殿
行
会
の

順
序
、
人
数
等
を
按
排
し
、
各
々
そ
の
職
責
を
担
当
し
た
。

六
月
五
日
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午
の
刻
（
午
前
十
二
時
）

未
の
刻
（
午
後
　
二
時
）

申
の
刻
（
午
後
　
四
時
）

酉
の
刻
（
午
後
　
六
時
）

戊
の
刻
（
午
後
　
八
時
）

亥
の
刻
（
午
後
一
〇
時
）

六
月
六
日

‥
王
令
公
の
神
像
前
で
番
を
焚
き
上
供
す
る
。

‥
遺
徳
廟
の
廟
祝
が
身
を
清
め
沐
浴
す
る
。

‥
菩
薩
の
身
を
清
め
、
胡
麻
油
で
顔
を
塗
る
。

‥
揺
鈴
会
が
神
祖
を
奉
り
菩
薩
は
新
抱
に
衣
替
え
す
る
。

‥
祈
祷
の
儀
伎
程
は
当
坊
の
名
宙
・
仕
紳
・
長
者
が
脆
き
祭
祀
す
る
。

‥
四
方
の
郷
民
が
各
々
参
拝
し
祭
祀
す
る
。

子
の
刻
（
午
後
十
二
時
）
‥
胞
担
会
が
登
場
し
胞
（
爆
竹
）
を
鳴
ら
し
、
菩
薩
・
王
令
公
を
輪
に
乗
せ
出
発
す
る
。
時
刻
に
な
り



廟
祝
が
菩
薩
に
背
を
向
け
て
出
殿
し
、
神
が
構
内
に
入
り
、
伏
頭
会
は
神
に
帽
子
を
お
供
え
す
る
。
神
の
帽
子
の
二
つ
の
糖
耳
（
耳

飾
）
を
黄
金
で
作
り
、
神
の
帽
子
の
最
後
部
を
上
に
し
て
、
不
測
の
事
態
を
防
い
だ
。
神
埼
の
前
に
は
拒
板
一
枚
を
お
き
、
参
湯
一

遍
・
粘
点
二
色
を
お
供
え
し
た
。
自
折
扇
一
巴
を
も
っ
て
、
王
令
公
の
右
手
に
挿
し
、
自
手
拍
一
個
を
王
令
公
の
右
手
に
置
い
た
。

一
切
の
準
備
が
整
い
、
殿
内
外
で
胞
声
が
お
こ
り
、
郡
渓
村
周
家
善
慶
龍
会
尚
化
山
老
龍
が
急
い
で
駕
寵
を
守
っ
て
来
た
。

丑
の
刻
か
ら
寅
の
刻
（
午
前
二
時
～
四
時
）
、
行
会
隊
伍
は
始
動
・
出
発
す
る
。

〝
六
月
六
″
稲
花
会
行
会
隊
伍
、
行
会
ル
ー
ト
及
び
各
供
地
点
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

六
月
六
稲
花
会
後
会
隊
伍
の
次
序
。

令
箭
が
一
人
お
り
、
行
会
隊
伍
の
先
頭
に
い
て
、
次
の
供
点
に
神
橋
を
迎
え
る
よ
う
に
通
知
し
、
お
供
え
を
奉
り
祭
祀
す
る
、
後

に
は
報
馬
と
呼
ば
れ
た
。

銃
爆
社
の
三
～
四
人
は
三
眼
の
銅
銃
を
撃
ち
、
沿
道
の
邪
気
を
払
い
景
気
を
添
え
た
。

胞
担
会
は
そ
の
後
ろ
に
随
従
し
、
胞
（
爆
竹
）
・
杖
（
ス
テ
ッ
キ
）
・
登
地
胞
を
持
ち
、
隊
伍
の
両
側
に
沿
い
壮
威
を
添
え
た
。

吹
号
（
ラ
ッ
パ
）
　
二
人
・
境
的
（
チ
ャ
ル
メ
ラ
）
数
人
が
音
を
鳴
ら
し
た
。

舞
獅
（
獅
子
舞
）
一
対
、
彩
球
（
紅
緑
の
絹
布
で
作
っ
た
球
形
の
飾
り
、
ク
ス
球
）
一
個
。
こ
れ
は
酒
代
康
輿
宛
正
年
間
に
盛
ん

に
行
わ
れ
た
が
、
乾
隆
年
間
に
い
た
っ
て
中
断
し
た
。

火
藍
　
（
火
の
入
っ
た
龍
）
　
四
杯
を
も
っ
た
会
隊
が
先
導
し
た
。
ま
た
別
に
松
油
（
タ
イ
マ
ツ
）
　
の
柴
月
（
小
さ
い
形
に
割
り
さ
い

た
竹
・
木
）
　
を
肩
に
担
い
で
火
藍
に
燃
料
を
添
加
す
る
。

旗
錬
（
旗
や
銅
線
）
　
二
面
。
郷
民
四
人
が
旗
銀
を
肩
に
担
ぎ
王
令
公
の
た
め
に
銅
錦
を
鳴
ら
し
道
を
開
い
て
先
導
す
る
。

大
紅
学
贅
（
大
き
な
紅
色
の
く
ろ
ぐ
わ
い
‥
赤
提
灯
）
　
四
個
に
蝋
燭
を
点
灯
し
、
王
令
公
の
た
め
に
照
明
す
る
。
提
灯
に
は
　
〝
郎
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願
、
正
堂
、
粛
清
、
回
避
″
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。

硬
蜘
牌
（
札
）
　
四
個
、
白
地
に
　
〝
邸
解
、
正
堂
、
粛
清
、
回
避
″
　
の
赤
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

4

卓
隷
（
召
使
）
四
人
、
手
に
水
火
楓
を
も
ち
、
俗
に
紅
黒
帽
・
烏
黒
帽
と
呼
ば
れ
た
。

攣
駕
神
橋
（
王
元
瞳
の
塑
像
を
載
せ
た
神
輿
）
が
中
央
に
あ
っ
て
、
郷
民
八
人
が
輪
流
で
神
橋
を
肩
で
担
ぎ
、
神
橋
の
両
側
は
二

四
個
の
全
副
璧
駕
（
鈴
の
飾
り
）
　
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
王
令
公
は
神
橋
の
中
に
坐
り
、
右
手
に
扇
を
も
ち
、
左
手
に
帖
（
頭
巾
）
を

握
り
、
満
面
紅
色
に
光
り
、
容
姿
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
神
橋
の
両
勇
に
は
彩
旗
が
は
た
め
き
、
爆
竹
の
音
が
鳴
り
止
ま
な
い
。

郷
民
百
姓
が
争
っ
て
神
橋
を
担
ご
う
と
し
、
攣
駕
神
橋
は
全
行
会
隊
伍
の
中
心
で
あ
る
。

神
橋
の
後
ろ
に
ぴ
っ
た
り
と
従
っ
て
い
る
の
は
揺
堂
会
一
人
で
あ
り
、
〝
喝
達
郎
″
と
呼
ば
れ
た
。

神
埼
の
後
ろ
に
は
皇
隷
四
人
が
つ
づ
き
、
学
率
（
赤
提
灯
）
　
四
個
を
点
灯
し
て
持
っ
て
い
た
。

菩
慶
龍
会
は
尚
化
山
老
龍
神
輯
（
龍
図
の
描
か
れ
た
神
輿
）
　
の
後
ろ
を
保
護
し
た
。
元
々
老
龍
を
保
護
す
る
こ
と
を
九
節
と
い
い
、

民
国
初
期
に
十
二
節
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

殿
後
犯
人
の
二
〇
人
前
後
は
廟
界
弟
子
の
慨
悔
、
願
掛
け
、
墳
罪
な
ど
を
表
し
た
。
身
体
に
紅
背
心
を
着
て
、
銅
細
穿
細
の
大
架

（
大
枠
）
・
脚
錬
（
足
棚
）
・
手
拷
（
手
錠
）
を
懸
け
、
罪
人
の
誠
心
を
示
し
た
。

最
後
尾
に
郷
民
の
弟
子
が
各
種
各
様
、
色
と
り
ど
り
の
提
灯
を
持
っ
て
つ
い
て
き
た
。

こ
れ
以
外
に
各
郷
・
各
村
の
客
串
（
し
ろ
う
と
役
者
）
・
百
姓
が
銃
砲
・
彩
灯
・
彩
旗
を
も
っ
て
補
助
し
、
並
々
な
ら
ぬ
熱
情
を

示
し
た
。

行
会
の
隊
伍
は
六
月
五
日
夜
に
準
備
を
滞
り
な
く
行
い
、
六
日
五
更
三
点
寅
時
（
午
前
四
時
）
　
に
出
発
し
、
四
坊
の
百
姓
は
争
っ

て
熱
烈
に
見
て
、
道
を
塞
い
だ
。
銃
胞
が
パ
レ
ー
ド
の
先
頭
で
芸
を
行
い
、
火
箭
（
火
矢
）
が
前
方
に
飛
ば
さ
れ
、
四
グ
ル
ー
プ
の
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青
年
壮
年
郷
民
が
上
半
身
裸
に
な
り
火
箭
を
持
っ
て
乱
舞
し
、
百
姓
を
蹴
散
ら
し
て
道
を
あ
け
さ
せ
、
行
会
隊
伍
が
順
調
に
通
過
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

令
箭
が
松
明
の
よ
う
に
届
き
、
郎
官
風
・
九
如
会
が
頭
供
（
最
初
の
お
供
え
の
用
意
）
を
な
し
た
。

行
会
隊
伍
は
潮
の
よ
う
な
勢
い
で
あ
り
、
郎
官
弟
・
九
如
会
の
戯
班
は
銅
銃
を
鳴
ら
し
、
場
を
盛
り
上
げ
、
神
橋
の
到
着
を
待
っ

た
。
揺
堂
会
・
喝
達
郎
は
　
〝
善
政
侯
字
恵
王
の
王
公
が
堂
に
立
ち
止
ま
っ
た
″
　
と
叫
ぶ
。
す
る
と
各
皐
隷
・
硬
脚
牌
手
・
灯
手
等
は

〝
よ
し
″
と
叫
ぶ
。
神
橋
が
戯
台
の
前
で
止
ま
り
、
松
里
の
郷
民
弟
子
は
す
ぐ
に
浄
茶
・
胎
水
（
洗
面
水
）
・
花
色
樵
点
（
餅
菓
子
）

四
色
・
季
節
の
果
物
二
色
を
用
意
し
、
八
仙
卓
に
載
せ
、
紅
色
の
良
質
絹
布
で
蓋
い
、
王
令
公
に
差
し
出
し
た
。
郷
民
弟
子
は
祭
祀

し
、
犯
人
は
脆
い
て
謝
罪
し
た
。
王
令
公
は
祭
祀
を
受
け
演
劇
を
ご
覧
に
な
り
、
一
本
の
線
香
が
燃
え
尽
き
る
時
間
で
祭
祀
は
終
わ

る
。
胞
担
会
が
爆
竹
を
鳴
ら
し
、
揺
堂
会
・
喝
達
郎
が
よ
し
と
唱
え
、
〝
善
政
侯
字
恵
王
の
王
公
が
堂
を
出
ら
れ
る
″
と
唱
え
る
。

多
く
の
皇
隷
・
硬
脚
牌
手
・
灯
手
が
　
〝
よ
し
″
と
呼
号
す
る
。
そ
の
声
は
雷
の
よ
う
で
あ
り
、
衡
役
が
堂
で
威
圧
す
る
よ
う
な
声
で

あ
っ
た
。
郷
民
弟
子
が
お
供
え
を
撤
収
し
た
。
令
箭
が
先
行
し
、
次
の
お
供
え
の
龍
王
堂
に
報
告
し
た
。

龍
王
堂
の
朱
・
王
二
姓
は
大
興
巷
下
頭
南
端
、
元
那
江
衛
生
院
努
の
小
湊
港
橋
下
段
に
い
る
。

官
池
河
の
何
台
戯
は
宵
通
し
で
翌
朝
ま
で
行
わ
れ
、
老
大
鴻
善
徽
板
は
鋼
錦
を
叩
い
た
。
神
橋
が
街
路
を
抜
け
官
池
塘
ま
で
来
て
、

河
台
戯
も
神
橋
に
従
っ
て
龍
王
豊
前
に
移
り
、
官
塘
河
両
岸
は
大
騒
ぎ
に
な
り
、
郷
民
は
狂
っ
た
よ
う
に
叫
び
、
こ
こ
を
大
供
の
地

点
と
し
た
。
そ
の
供
祭
の
方
式
は
　
〝
郎
官
弟
″
　
が
お
供
え
と
お
祭
り
を
し
た
。
以
下
は
行
会
の
ル
ー
ト
と
順
序
で
あ
る
　
（
『
民
国
都

県
通
志
』
所
収
の
地
図
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

定
山
橋
‥
小
供

界
牌
下
（
界
牌
下
、
現
在
は
下
呂
家
相
）
‥
大
供
、
戯
劇
が
催
さ
れ
た
。
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百
勝
廟
‥
小
供

百
栗
橋
‥
社
田
里
絶
家
職
を
過
ぎ
、
供
点
は
な
い
。

懸
慈
廟
‥
小
供

大
徳
望
・
崗
山
崎
・
問
水
草
を
過
ぎ
た
所
。

晴
江
岸
‥
小
供

郡
家
‥
小
供

烏
頑
門
を
過
ぎ
る
。

周
家
‥
大
供
、
戯
劇
が
あ
る
。

鍾
家
‥
通
過
。

毛
家
‥
小
供
。

光
渓
村
鍾
嗣
‥
小
供
。

大
拷
樹
下
‥
大
供
。
九
如
会
の
演
戯
が
あ
る
。
現
在
は
郵
江
鎮
政
府
の
前
。

行
会
隊
伍
が
通
過
す
る
路
線
に
は
合
計
十
二
箇
所
の
供
点
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
大
供
が
五
箇
所
あ
り
、
最
大
の
供
点
は
光
渓
村

大
拷
樹
下
で
あ
る
。
各
村
各
壁
の
経
済
的
実
力
に
よ
り
多
い
時
に
は
廟
会
戯
が
五
台
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

稲
花
全
行
会
隊
伍
は
午
後
五
時
頃
に
光
渓
村
上
河
頭
大
拷
樹
下
に
到
着
し
、
当
坊
の
弟
子
に
よ
っ
て
王
令
公
の
神
橋
に
お
供
え
と

祭
祀
が
な
さ
れ
る
こ
の
時
間
が
最
も
長
か
っ
た
。
行
会
隊
伍
に
は
晩
餐
が
供
さ
れ
た
。
二
更
（
午
後
九
時
～
十
一
時
）
頃
、
王
令
公

は
殿
（
富
山
廟
）
　
に
帰
り
、
行
会
は
終
了
し
、
近
隣
郷
村
の
客
串
・
飽
会
・
灯
会
も
帰
っ
た
。

稲
花
会
の
行
会
ル
ー
ト
は
郵
江
、
洞
橋
、
寧
峰
、
句
章
の
四
郷
鏡
、
全
行
程
四
〇
華
里
　
（
約
二
〇
血
）
　
で
あ
る
。

25



六
月
七
日
、
宮
地
河
鴻
善
戯
班
子
は
富
山
廟
内
に
遷
り
、
安
神
戯
を
演
じ
る
。

〝
六
月
六
″
稲
花
会
の
行
会
全
過
程
で
非
常
に
熱
烈
壮
観
な
神
橋
を
争
っ
て
担
ぐ
こ
の
祭
祀
は
江
南
数
省
で
も
屈
指
の
も
の
で
あ

る
。行

会
の
隊
伍
・
神
橋
が
通
過
す
る
所
で
は
、
各
村
各
壁
は
先
に
石
灰
で
白
線
の
標
識
を
つ
け
た
。
神
橋
が
ま
だ
境
内
に
到
着
し
な

い
時
、
各
村
・
各
埜
・
各
族
は
各
々
一
〇
名
の
精
壮
者
を
派
遣
し
て
境
内
の
神
橋
を
担
ぎ
、
決
し
て
先
方
の
弟
子
に
は
境
内
に
越
境

さ
せ
な
い
。
も
し
雷
池
（
境
界
）
を
一
歩
で
も
越
境
す
れ
ば
犯
衆
（
違
反
者
）
　
と
な
る
。
各
地
の
郷
細
、
各
村
の
族
長
は
青
年
・
若

者
に
時
間
を
早
め
る
よ
う
に
命
じ
、
速
く
急
い
で
神
橋
を
担
ぎ
運
び
入
れ
、
で
き
る
だ
け
神
橋
を
境
界
内
に
長
く
留
め
れ
ば
当
坊
の

平
安
が
保
た
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

廟
全
行
会
の
規
定
は
、
一
地
点
の
供
点
が
終
わ
れ
ば
次
の
供
点
の
境
界
で
神
橋
を
お
迎
え
す
る
。
し
か
し
、
各
村
各
族
は
神
橋
を

で
き
る
だ
け
長
い
時
間
境
界
内
に
留
め
お
き
た
い
た
め
に
相
互
に
神
橋
の
奪
い
合
い
が
起
り
、
さ
ら
に
神
橋
を
担
が
な
い
青
年
が
そ

の
間
に
紛
れ
込
ん
で
、
神
橋
を
担
い
だ
。
僧
侶
が
多
く
粥
は
少
な
い
　
（
物
が
少
な
い
の
に
分
配
を
願
う
人
は
多
い
）
　
の
喩
え
の
通
り
、

多
く
の
も
の
は
神
橋
を
担
げ
ず
、
手
で
神
橋
・
担
ぎ
棒
に
触
れ
る
だ
け
で
も
、
来
年
の
幸
運
が
得
ら
れ
る
と
患
っ
て
い
る
。
神
橋
が

第
一
供
点
か
ら
第
二
供
点
に
い
た
る
境
界
線
上
で
は
、
現
今
の
綱
引
競
技
の
よ
う
に
引
っ
張
り
合
い
、
神
橋
の
進
退
は
潮
の
満
干
の

よ
う
で
あ
っ
た
。
三
歩
進
め
ば
十
歩
退
き
、
十
歩
進
め
ば
三
歩
退
い
た
。
神
韓
の
前
進
は
困
難
で
、
郷
民
同
士
の
争
い
は
激
烈
で
、

喧
嘩
と
な
り
、
お
互
い
に
殴
り
あ
っ
た
。
お
互
い
に
押
し
合
い
を
す
る
の
で
泥
溝
や
田
畝
に
落
ち
る
者
も
お
り
、
官
府
が
出
動
し
て

調
停
と
制
御
を
加
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
空
前
の
景
況
は
富
山
廟
境
界
内
の
弟
子
百
姓
が
王
県
令
を
敬
い
尊
敬
す
る
心
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

〝
六
月
六
″
稲
花
会
を
総
観
す
る
と
、
神
橋
の
出
殿
、
界
内
巡
視
が
廟
会
の
中
心
で
あ
る
が
、
そ
の
市
集
街
の
盛
況
は
決
し
て
　
〝
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三
月
三
″
　
〝
十
月
十
″
　
の
二
大
廟
会
に
は
及
ば
な
い
。
こ
れ
は
稲
花
会
の
時
季
が
灼
熱
の
天
候
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
最
も

よ
い
防
暑
薬
品
は
薄
荷
（
ハ
ッ
カ
）
　
で
あ
り
、
最
も
よ
い
防
暑
食
品
は
木
蓮
で
あ
り
、
木
蓮
の
栽
培
方
法
は
簡
単
で
あ
っ
た
。
衛
生

条
件
の
差
に
よ
り
、
全
廟
会
期
間
中
、
腹
下
し
す
る
人
が
無
数
で
あ
り
、
平
安
を
保
と
う
と
し
て
却
っ
て
平
安
で
は
な
く
な
っ
た
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。

Ⅱ
　
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十
五
日
の
開
幕
式
・
宮
山
文
化
研
討
会
、
十
一
月
二
十
六
日
の
稲
花
会

筆
者
は
二
〇
〇
九
年
八
月
に
官
山
堰
文
物
管
理
事
務
所
で
陳
恩
光
氏
に
お
会
し
た
際
に
、
今
年
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
六
日
に
六

四
年
ぶ
り
に
稲
花
会
が
開
か
れ
、
こ
れ
は
王
元
瞳
を
祭
る
最
大
祭
祀
で
あ
る
の
で
、
陳
氏
か
ら
是
非
釆
な
さ
い
と
お
招
き
を
受
け
た
。

筆
者
は
十
一
月
二
四
日
　
（
火
）
　
に
関
西
空
港
か
ら
飛
行
機
で
上
海
浦
東
空
港
に
到
着
し
、
そ
の
後
バ
ス
で
移
動
し
寧
波
大
学
に
到

着
し
た
。
同
大
学
外
語
学
院
楊
建
華
先
生
よ
り
陳
恩
光
氏
が
明
日
の
郵
江
〝
十
月
十
″
廟
会
堂
富
山
文
化
節
（
稲
花
会
）
開
幕
式
に

出
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と
伝
え
聞
き
、
二
五
日
に
開
幕
式
に
出
る
こ
と
に
し
た
。

十
一
月
二
五
日
（
水
）
、
筆
者
は
寧
波
大
学
外
語
学
院
日
本
語
学
科
三
年
生
の
張
林
燕
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
、
張
林
燕
さ
ん
に

通
訳
し
て
頂
い
た
。

那
江
〝
十
月
十
″
廟
会
堂
富
山
文
化
節
は
旧
暦
の
六
月
六
日
節
と
一
〇
月
一
〇
日
節
の
合
同
廟
会
で
あ
り
、
筆
者
は
そ
の
開
幕
式

に
参
加
し
た
。
陳
恩
光
先
生
（
元
富
山
堰
管
理
事
務
所
所
長
）
、
周
時
奮
先
生
、
繹
復
元
先
生
　
（
那
州
区
水
利
局
）
、
謝
国
旗
先
生

（
寧
波
市
郎
州
区
文
物
管
理
委
員
会
副
主
任
）
　
に
お
会
い
し
た
。

開
幕
式
終
了
後
、
廟
会
を
見
た
。
廟
会
に
は
寧
波
地
元
の
生
産
物
、
手
工
業
品
が
実
演
・
販
売
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
近
く
の

宏
陽
大
酒
店
で
、
陳
恩
光
先
生
、
陳
勤
建
設
先
生
（
華
東
師
範
大
学
）
、
陳
華
文
先
生
（
漸
江
師
範
大
学
）
、
迫
江
濱
先
生
（
寧
波
大

27



（2009年11月25日　都江“十月十”廟饗宮山文化節（稲花会）開幕式）

学
）
、
毛
海
蛍
先
生
（
寧
波
大
学
）
等
と
会
食
し
た
。

午
後
二
時
～
五
時
ま
で
宏
陽
大
酒
店
六
階
会
議
室
で
官
山
文
化
研
討
会
が
行
わ
れ
た
。

議
題
と
発
言
者
の
要
約
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
繹
復
元
氏
と
陳
恩
光
氏

は
寧
波
語
で
発
言
さ
れ
た
た
め
に
通
訳
の
張
林
燕
さ
ん
が
聞
き
取
れ
ず
、
発
言
内
容
は

詳
細
に
記
せ
な
か
っ
た
。

議
題．
領
導
、
嘉
賓
が
着
席
。

．
主
持
人
周
時
奮
先
生
が
領
導
、
嘉
賓
を
紹
介
し
た
。

．
那
江
鎮
党
委
員
会
書
記
毛
孟
軍
さ
ん
が
祝
辞
と
富
山
文
化
の
基
本
状
況
を
述
べ
た
。

①
　
工
作
翠
措
・
成
立
・
中
心
、
②
戯
劇
文
化
芸
術
節
、
③
博
物
館
の
建
設
（
石
博

28

物
館
・
民
俗
博
物
館
）
。
④
王
元
瞳
の
歴
史
的
文
献
、
廟
会
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

4
．
専
門
家
の
主
題
発
言
と
討
論

①
　
王
元
瞳
の
歴
史
的
位
置
と
貢
献

②
　
伝
統
廟
会
文
化
の
伝
承
と
発
展

（
1
）
顧
希
佳
先
生
が
伝
統
的
廟
会
の
現
代
的
意
義
－
漸
江
省
を
例
と
し
て
I
を
報
告
し
た
。

廟
会
は
文
化
的
象
徴
で
あ
り
、
一
地
方
を
具
体
的
に
見
る
事
が
出
来
る
も
の
で
あ
り
、
郷
族
文
化
の
代
表
で
あ
る
。
菩
薩
を
中

心
と
し
て
遺
徳
教
化
す
る
。
張
嚢
公
。
菩
薩
の
延
長
で
あ
る
。
文
化
芸
術
、
展
覧
会
、
演
戯
、
演
奏
、
人
民
の
放
松
（
パ
フ
ォ
ー



マ
ン
ス
）
　
で
あ
り
、
生
き
た
芸
術
で
あ
る
。
そ
し
て
物
資
交
流
で
も
あ
る
。
問
題
は
完
全
復
活
す
る
か
ど
う
か
、
乱
造
と
な
ら
な

い
か
ど
う
か
、
心
か
ら
新
し
い
要
素
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
研
究
方
向
は
文
献
、
民
間
の
口
述
、
実
物
の

三
方
面
か
ら
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
那
江
富
山
、
那
江
文
化
は
作
為
的
で
は
な
く
、
乱
造
し
て
も
い
け
な
い
。

（
2
）
繹
復
元
先
生
は
富
山
堰
の
地
位
が
な
ぜ
高
い
の
か
、
三
七
分
流
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

（
3
）
王
さ
ん
は
富
山
廟
会
の
由
来
、
即
ち
、
三
月
三
日
、
六
月
六
日
、
一
〇
月
一
〇
日
を
説
明
し
た
。

六
月
六
日
の
稲
花
会
は
民
国
時
期
に
取
り
消
さ
れ
た
。
考
試
？
　
浮
n
e
り
d
i
u
担
u
y
u
j
i
a
n
g

一
九
五
〇
、
六
〇
年
代
に
は
迷
信
と
さ
れ
廟
会
は
取
り
消
さ
れ
、
物
資
交
流
会
（
山
・
海
物
資
大
交
流
）
と
な
っ
た
。

王
元
瞳
を
記
念
す
る
祭
祀
（
祖
先
の
偉
大
さ
を
記
念
す
る
節
目
）
　
の
中
で
は
ー
〇
月
〓
日
が
最
も
盛
大
で
あ
る
。
廟
会
で
は
五

穀
の
豊
穣
を
報
告
す
る
。
菩
薩
の
出
生
は
人
と
神
の
清
適
（
三
月
三
日
、
神
に
五
穀
豊
穣
を
祈
祷
す
る
）
　
で
あ
り
、
老
百
姓
が
熱

烈
に
参
加
し
て
い
る
。

農
耕
文
化
・
時
間
節
湊
・
三
個
の
節
句
は
明
清
時
期
、
特
に
清
代
康
照
・
嘉
慶
時
期
に
興
盛
し
た
。
文
化
の
中
心
で
あ
り
、
廟

会
の
歴
史
で
も
あ
る
。
民
国
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
、
一
九
三
八
年
、
一
九
四
三
年
、
一
九
四
五
年
に
は
西
洋
文
化
は
駄
目
と
さ

れ
、
伝
統
的
文
化
し
か
廟
会
に
入
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
六
年
以
降
二
〇
〇
九
年
ま
で
、
ど
う
し
て
六
月
六
日
の
稲
花

会
が
取
り
消
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

（
4
）
尚
彦
軍
（
中
国
科
学
院
地
質
与
地
球
物
理
研
究
所
研
究
員
）

地
質
の
角
度
か
ら
の
発
言
で
あ
っ
た
。

富
山
の
文
化
は
、
以
前
は
精
髄
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
低
調
で
あ
る
。
官
山
堰
は
、
堰
体
向
上
傾
斜
で
あ
り
、
紅
色
盆
地
に
あ

る
。
河
母
渡
‥
富
加
山
・
富
山
堰
1
ど
う
し
て
加
高
し
た
か
↓
黍
積
数
宰
な
ど
の
専
門
的
な
話
を
さ
れ
た
。
数
字
化
、
信
速
化
の
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研
究
の
必
要
性
を
述
べ
ら
れ
た
。

（
5
）
陳
勤
建
（
華
東
師
範
大
学
）

物
質
的
（
科
学
技
術
が
含
ま
れ
て
い
る
量
が
多
い
）
・
非
物
質
的
文
化
遺
産
（
廟
・
廟
会
文
化
、
勤
労
人
民
の
文
化
で
あ
る
。

王
元
瞳
の
塑
像
と
一
〇
人
の
工
匠
を
祭
っ
て
い
る
の
は
全
国
初
、
人
民
が
独
特
な
歴
史
観
を
創
造
し
た
。
）
魯
迅
《
不
…
生
日
》
。

非
物
質
文
化
の
遺
産
の
特
徴
は
人
と
の
関
係
（
経
験
と
知
恵
）
　
の
記
憶
で
あ
る
。

（
6
）
陳
華
文
（
新
江
師
範
大
学
）

富
山
の
石
は
玉
に
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
　
（
富
山
之
石
可
以
改
訂
玉
、
貌
似
也
別
見
創
新
）

神
聖
性
と
世
俗
性
の
結
合
は
相
補
相
成
で
あ
る
。
寧
波
の
語
言
の
中
に
は
人
と
神
の
発
音
が
同
じ
で
あ
る
。
世
俗
性
か
ら
神
聖

性
へ
、
外
来
文
化
の
界
入
（
日
本
の
介
入
）
。

①
　
神
格
上
昇
、
神
聖
性
加
強
、
百
姓
の
王
元
暗
に
対
す
る
崇
敬
の
増
加
、
今
も
残
る
。

②
　
以
前
の
廟
市
は
交
易
、
娯
楽
で
あ
り
、
世
俗
性
を
体
言
し
て
い
た
。

廟
会
を
通
し
て
経
済
・
文
化
品
味
を
高
め
、
挿
銭
を
行
っ
た
。

地
方
精
神
の
宣
伝
・
凝
集
、
地
方
の
特
色
の
体
言
、
地
方
伝
統
の
継
承
で
あ
り
、
政
府
に
対
し
て
富
山
文
化
の
保
護
と
そ
の
文

化
の
有
名
性
を
保
持
す
る
こ
と
を
建
議
し
た
。

（
7
）
趨
江
濱
（
寧
波
大
学
）

地
域
の
多
彩
、
民
間
の
文
化
、
古
代
の
伝
統
的
文
化
遺
産
。
文
化
中
の
明
る
い
点
は
①
奉
仕
す
る
人
、
公
益
文
化
（
寧
披
地
域

の
色
彩
を
帯
び
て
い
る
）
、
②
富
山
堰
と
連
結
し
て
民
間
の
要
素
と
結
合
し
科
技
が
相
当
高
く
含
有
し
、
旅
源
資
源
で
も
あ
る

（
《
寧
波
方
志
科
技
巻
》
）
。
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（
8
）
毛
海
蛍
（
寧
波
大
学
）

政
府
に
対
す
る
意
見
。

廟
会
文
化
は
休
閑
化
、
大
衆
化
、
旅
醇
化
の
要
素
と
結
合
し
よ
う
と
し
て
い
る
　
（
寧
波
市
民
、
学
生
の
参
加
、
定
期
性
が
出
て

い
る
）
。
規
範
化
（
包
装
、
D
V
D
・
明
信
片
の
制
作
、
宣
伝
、
外
国
人
の
参
加
）
。

十
一
月
二
五
日
　
（
水
）
　
の
夜
、
筆
者
は
宏
陽
大
酒
店
に
宿
泊
し
た
が
、
そ
の
夜
、
郵
江
鎮
政
府
の
四
人
の
公
務
員
の
方
と
一
緒
に

（2009年11月25日に宏陽大酒店6階会議室で開催された宮山文化研討会の様子。）

富
山
廟
を
訪
問
し
た
。
同
廟
の
王
元
瞳
の
塑
像
前
に
お
い
て
近
く
の
道
教
寺
院
天
王
寺

の
僧
侶
が
招
か
れ
読
経
が
行
わ
れ
、
お
婆
さ
ん
達
の
居
士
も
集
ま
っ
て
、
僧
侶
に
合
わ

せ
て
念
仏
を
唱
え
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
居
士
は
地
元
の
人
々
で
あ
り
、
自
主
的
に
集
ま
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
僧
侶
を
呼
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
地
元
の
人
々
が
お
金
を
出
し
合
っ
て

い
た
。
お
経
は
道
教
の
金
剛
経
、
太
平
経
で
あ
っ
た
。
陳
恩
光
氏
の
お
母
さ
ん
は
首
都

曲
を
念
仏
し
て
お
り
、
奥
さ
ん
は
朝
三
時
か
ら
念
仏
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
明
日
の
稲
花
会
準
備
の
様
子
を
参
観
し
、
陳
思
光
先
生
よ
り
神
橋
、
太
鼓
、

兵
士
の
槍
、
刀
な
ど
の
出
し
物
、
パ
レ
ー
ド
参
加
ス
タ
ッ
フ
の
着
る
衣
装
の
説
明
を
受

け
た
。翌

十
一
月
二
六
日
（
木
）
　
に
筆
者
は
稲
花
会
を
見
学
し
た
。

こ
の
稲
花
会
の
パ
レ
ー
ド
の
進
行
・
日
程
は
以
下
の
　
「
十
月
十
廟
会
大
巡
遊
線
路
按

排
及
時
間
表
」
　
の
通
り
で
あ
る
。
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十
月
十
廟
会
大
巡
遊
線
路
按
排
及
時
間
表

富
山
廟
祭
祀
爵
献
精
神
－
富
山
堰
村
上
橋
上
供
（
大
供
）
時
間
‥
づ
∽
0
－
王
元
疇
路
－
富
山
堰
西
路
－
富
山
堰
東
路
－
水
泥
願
拐
攣
－

水
中
東
路
－
水
中
西
路
－
富
山
酒
家
－
郡
江
飯
店
－
官
地
中
路
（
郡
江
老
街
）
－
那
江
橋
－
懸
慈
村
－
懸
慈
文
化
中
心
上
供
（
小
供
）

時
間
‥
竺
0
0
－
絶
家
碗
－
秀
渓
橋
－
下
江
宕
－
環
鎮
東
路
（
集
市
貿
易
街
区
）
－
定
山
橋
老
路
－
鳳
風
山
路
－
下
呂
家
相
（
小
供
）

時
間
‥
－
－
‥
0
0
－
向
明
州
大
道
西
－
四
明
東
路
－
老
車
端
－
光
渓
村
～
小
渓
橋
－
衛
生
院
－
原
光
渓
碍
瓦
上
供
（
大
供
）
時
間
‥
－
柏
‥

∽
0
－
小
菜
場
西
門
－
鎮
政
府
后
門
－
李
家
灘
－
望
水
亭
－
鍾
家
－
周
家
（
小
供
）
時
間
‥
－
‥
聖
Y
－
鍾
家
過
橋
－
晴
江
－
麻
灘
－
引

洪
橋
－
水
中
西
路
－
王
元
瞭
路
－
那
江
老
街
－
廟
弄
－
官
山
堰
西
路
－
富
山
廟
安
神

筆
者
は
朝
六
時
三
〇
分
か
ら
参
観
し
、
富
山
廟
祭
祀
爵
献
精
神
－
官
山
堰
村
上
頼
上
供
（
大
供
）
時
間
‥
づ
∽
0
－
王
元
瞭
路
－
富

山
堰
西
路
－
官
山
東
路
－
水
泥
廠
拐
攣
ま
で
は
一
人
で
見
学
し
た
。

九
時
四
〇
分
頃
、
水
泥
廠
拐
攣
付
近
の
小
漠
の
橋
で
寧
波
大
学
の
楊
建
華
先
生
・
李
広
志
先
生
、
学
生
諸
君
（
愈
如
桁
さ
ん
、
毛

巧
霞
さ
ん
、
林
梅
渉
さ
ん
、
張
恩
維
さ
ん
、
張
慧
淫
さ
ん
、
朱
傭
那
さ
ん
）
と
合
流
し
た
。

稲
花
会
に
は
奉
化
か
ら
の
人
々
も
来
て
い
た
。
パ
レ
ー
ド
は
大
供
で
は
止
ま
り
、
小
供
で
は
通
過
し
た
。
各
村
が
自
発
的
に
獅
子

舞
な
ど
を
行
っ
た
。
那
江
鎮
政
府
が
主
催
し
、
い
く
つ
か
の
団
体
が
後
援
し
た
。

パ
レ
ー
ド
の
集
団
が
原
光
渓
碍
瓦
願
の
大
供
地
点
に
入
っ
て
き
た
が
、
大
供
に
は
以
下
の
も
の
が
供
え
ら
れ
て
い
た
　
（
以
下
の
お

供
え
と
そ
の
祈
願
内
容
に
つ
い
て
は
愈
如
桁
さ
ん
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
）
。

桂
園
（
竜
眼
）
・
柚
子
（
文
旦
）
・
餅
子
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
）
‥
団
団
園
囲
（
一
家
団
欒
）

華
果
（
リ
ン
ゴ
）
‥
平
平
安
安
（
平
安
無
事
）

葱
　
（
ね
ぎ
）
‥
聡
明
（
賢
い
）
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香
蕉
　
（
バ
ナ
ナ
）
‥
番
火
延
続
・
旺
盛
　
（
子
孫
繁
栄
、
長
く
続
く
こ
と
）

長
寿
麺
（
長
生
き
麺
）
‥
福
・
発
・
恭
喜
（
お
め
で
と
う
）

紅
桑
（
赤
い
ナ
ツ
メ
）
‥
紅
紅
火
火
（
盛
ん
な
様
、
生
活
が
豊
か
な
様
）

金
針
薙
（
エ
ゾ
キ
ス
ゲ
）
‥
長
命
百
歳
（
百
歳
ま
で
長
生
き
す
る
こ
と
）

黄
糖
（
赤
砂
糖
）
‥
子
孫
が
皇
帝
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

情
夫
（
焼
き
パ
ン
）
‥
豊
か
に
な
る
。

香
干
（
燻
製
の
豆
腐
干
）
‥
バ
ナ
ナ
と
同
じ
噺

＼

　

○

－
h
Y木

耳
（
キ
ク
ラ
ゲ
）
‥
い
い
も
の
。

花
生
（
落
花
生
）
‥
子
孫
が
繁
栄
し
長
く
続
く

こ
と
。

麺
包
・
発
秩
（
パ
ン
・
蒸
し
パ
ン
の
一
種
）
‥

豊
か
に
な
る
、
お
金
を
儲
け
る
。

年
粍
（
も
ち
）
‥
年
年
高
昇
（
年
年
生
活
が
上

昇
す
る
こ
と
）
。

金
剛
経
、
太
平
経
‥
道
教
の
教
典
。

大
供
に
参
加
し
て
い
る
あ
る
お
婆
さ
ん
は
、

三
人
の
娘
が
い
る
が
、
二
人
の
娘
に
は
女
の
子

（2009年11月26日午前7時頃、神橋が宅山嘲を出たところ）

（2009年11月26日原光演禍瓦願で行われた大供の様子）
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供
し
か
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
仏
に
祈
っ
た
の
で
一
人
の
娘
か
ら
初
め
て
男
の
孫
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
男
の
孫
は
仏
に
祈
っ

て
生
ま
れ
た
。
菩
薩
の
御
蔭
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
　
（
こ
の
菩
薩
は
王
元
蜂
を
指
し
て
い
る
）
。

午
後
三
時
半
頃
、
富
山
廟
安
神
を
見
る
。
王
元
瞭
塑
像
を
載
せ
た
神
輿
（
神
橋
）
　
が
富
山
廟
に
入
り
、
塑
像
を
安
置
し
た
。
こ
れ

で
稲
花
会
は
終
了
し
た
。
居
士
や
参
拝
人
が
追
従
し
て
富
山
廟
に
入
り
、
押
し
合
い
へ
し
あ
い
の
大
混
雑
で
あ
っ
た
。

稲
花
会
は
郭
江
鎮
政
府
が
主
催
し
て
行
っ
た
。
菩
薩
、
即
ち
王
元
時
が
一
〇
月
一
〇
日
に
出
生
し
た
の
で
、
十
月
十
節
と
し
て
い

る
。
六
四
年
ぶ
り
に
行
っ
た
。
稲
花
会
は
一
九
三
六
年
、
一
九
四
五
年
、
一
九
四
六
年
に
行
わ
れ
、
二
〇
〇
九
年
に
六
四
年
ぶ
り
に

行
わ
れ
た
。
稲
花
会
は
宣
伝
し
な
か
っ
た
が
、
近
く
の
者
が
聞
き
つ
け
て
集
ま
っ
た
。
こ
れ
は
①
郡
江
鎮
の
稲
花
会
は
寧
波
で
は
大

変
有
名
で
あ
り
、
②
王
元
時
は
地
元
の
人
々
に
尊
敬
さ
れ
、
崇
拝
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
昔
功
績
を
得
た
人
は
何
時
ま
で
も
尊
敬
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
稲
花
会
は
郭
江
鎮
政
府
の
指
導
で
行
っ
た
が
、
民
間
の
人
々
を
信
頼
し
て
実
施
し
た
。
稲
花
会
の
儀

式
・
パ
レ
ー
ド
の
内
容
は
年
寄
り
に
聞
い
て
復
活
し
た
。
今
年
の
初
め
か
ら
稲
花
会
の
準
備
を
し
、
道
具
等
も
今
年
の
初
め
か
ら
作

り
始
め
た
。

パ
レ
ー
ド
で
行
進
す
る
兵
勇
の
武
器
は
古
代
の
武
士
が
持
っ
て
い
た
も
の
の
模
型
で
あ
る
。
関
羽
の
刀
、
張
飛
の
槍
な
ど
で
あ
る
。

一
八
班
の
兵
器
、
六
種
の
銅
の
兵
器
で
あ
る
。
長
い
兵
器
や
剣
は
作
ら
な
か
っ
た
。
戯
劇
は
二
～
三
ケ
村
で
さ
せ
た
。
し
か
し
、
河

台
会
は
復
活
し
な
か
っ
た
。
伏
頭
会
・
揺
鈴
会
は
民
間
組
織
で
行
っ
た
。
他
は
富
山
廟
が
民
間
に
依
頼
し
て
行
わ
れ
た
。
パ
レ
ー
ド

の
安
全
の
た
め
に
何
回
も
会
議
を
開
い
た
。
老
年
協
会
を
開
い
て
パ
レ
ー
ド
の
路
線
を
決
め
た
。
安
全
を
確
保
し
て
パ
レ
ー
ド
の
路

線
を
決
め
た
。
関
係
部
門
・
公
安
・
ガ
ー
ド
マ
ン
を
集
め
て
会
議
を
開
い
た
。
二
〇
〇
人
ほ
ど
の
ス
タ
ッ
フ
を
用
い
、
パ
レ
ー
ド
に

は
五
〇
〇
人
ほ
ど
が
参
加
し
た
。
稲
花
会
全
体
で
は
一
〇
万
人
は
ど
の
人
々
が
参
加
し
た
。
郭
江
鎮
政
府
は
お
金
を
出
し
て
い
な
い
。

各
郷
の
老
年
協
会
が
特
に
担
当
し
た
。
す
べ
て
民
営
で
行
っ
た
。
稲
花
会
は
来
年
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
那
江
鎮
人
民
政
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府
の
担
当
者
は
や
る
と
い
う
考
え
は
も
っ
て
い
る
が
、
人
々
が
や
ろ
う
と
い
う
意
志
が
な
い
と
で
き
な
い
。
稲
花
会
は
民
俗
文
化
の

一
種
で
あ
る
。

八
三
三
年
一
〇
月
一
〇
日
に
王
元
暗
よ
っ
て
富
山
堰
が
作
ら
れ
、
ま
た
、
一
〇
月
一
〇
日
は
王
元
時
の
誕
生
日
で
も
あ
る
。
元
々

稲
花
会
は
六
月
六
日
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
九
年
は
六
月
六
日
の
節
句
と
一
〇
月
一
〇
日
の
節
句
を
合
同
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

富
山
堰
遺
徳
廟
は
王
元
暗
だ
け
で
な
く
、
十
兄
弟
も
祭
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
国
で
も
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
王
元
瞳
の
塑
像
の
衣

服
は
毎
年
換
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

お
わ
日
ソ
に

唐
代
太
和
七
年
（
八
三
三
）
　
に
富
山
堰
を
建
設
し
、
寧
波
西
部
地
域
、
三
江
口
の
都
市
の
水
利
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
王
元
瞳
は
地

域
住
民
か
ら
信
奉
さ
れ
、
旧
暦
三
月
三
日
、
六
月
六
日
、
一
〇
月
一
〇
日
の
三
回
廟
会
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
最
大
の
廟
会
は
六

月
六
日
の
稲
花
会
で
あ
っ
た
。
稲
花
会
は
一
九
四
五
年
ま
で
は
あ
る
程
度
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
新
中
国
に
な
っ
て
か
ら
は

長
ら
く
実
施
さ
れ
ず
、
本
年
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
六
日
に
六
四
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。

陳
恩
光
氏
の
研
究
に
よ
る
と
稲
花
会
の
前
身
は
富
山
堰
が
建
設
さ
れ
ま
で
は
富
山
地
域
の
光
棋
・
北
瑛
古
港
〓
帝
が
泥
砂
で
決
塞

す
る
の
で
、
そ
れ
を
人
々
が
自
主
的
に
掬
抄
、
即
ち
、
凌
藻
を
行
っ
た
こ
と
に
あ
l
っ
た
。
官
山
堰
建
設
後
、
堰
は
那
西
七
郷
の
農
耕
・

飲
料
水
の
水
源
と
な
り
、
郷
民
は
郵
江
橋
に
来
て
掬
沙
す
る
必
要
が
あ
ま
り
な
く
な
っ
た
が
、
人
々
は
六
月
六
日
の
掬
沙
会
を
記
憶

し
て
い
た
。
毎
年
、
郵
江
橋
に
集
ま
る
日
は
遂
に
三
月
三
日
、
一
〇
月
一
〇
日
以
外
に
別
の
廟
会
、
即
ち
、
俗
称
、
稲
花
会
と
な
っ

た
。即

ち
、
稲
花
会
の
元
来
の
意
味
は
水
利
向
上
の
た
め
の
淘
沙
＝
凌
漢
に
あ
っ
た
こ
と
、
富
山
堰
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
は
王
元
時
の
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（2009年11月26日午後3時半頃、宅山廟安神。王元瞳の塑像が帰着した時の様子。）

偉
業
に
対
し
感
謝
す
る
た
め
に
、
稲
の
花
が
開
花
す
る
農
閑
期
の
旧
暦
六
月
六
日
に
行
わ

れ
た
廟
会
で
あ
っ
た
。

六
四
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
稲
花
会
は
郡
江
鎮
政
府
、
富
山
堰
文
物
保
護
管
理
所
の
指
導

の
も
と
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
道
士
の
招
請
、
読
経
、
神
橋
・

パ
レ
ー
ド
の
編
成
、
大
供
・
小
供
等
殆
ん
ど
す
べ
て
が
地
域
住
民
の
自
主
性
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
十
一
月
二
六
日
は
平
日
の
木
曜
日
で
あ
っ
た
た
め
に
若
者
の
参
加
者
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
が
、
各
郷
村
の
老
年
協
会
の
老
人
が
組
織
的
に
自
主
的
に
運
営
・
参
加
し

て
い
た
。
老
人
パ
ワ
ー
の
偉
大
さ
と
老
人
達
が
如
何
に
稲
花
会
の
復
活
を
願
っ
て
い
た
か

を
垣
間
見
た
。
水
利
と
信
仰
と
娯
楽
の
結
合
が
こ
の
稲
花
会
で
あ
っ
た
。

註lウ
ー

346）（5

『
民
国
都
県
通
志
』
輿
地
志
卯
編
、
廟
杜
、
遺
徳
廟
。

貌
脱
は
南
宋
淳
祐
二
年
（
一
二
四
二
）
　
に
『
四
明
電
山
水
利
傭
覧
』
を
著
し
た
。
貌
脱
は
同
書
に
淘
抄
の
項
目
を
入
れ
る
な
ど
、
凌
藻
の
重
要
性
を

述
べ
て
い
る
。

二
十
四
件
の
儀
杖
と
は
古
代
の
英
雄
が
用
い
た
武
器
の
事
で
あ
る
　
（
陳
恩
光
氏
の
教
授
に
よ
る
）
。

役
人
の
使
用
す
る
武
器
、
主
に
護
送
の
と
き
に
使
用
。
硬
木
か
ら
作
ら
れ
た
六
尺
ほ
ど
の
棒
で
、
槍
な
ど
よ
り
も
長
く
作
ら
れ
て
い
る
。
水
火
と
は

す
な
わ
ち
、
水
＝
黒
、
火
＝
赤
の
色
を
現
わ
し
、
黒
と
赤
で
塗
ら
れ
て
い
る
。
護
送
中
の
役
人
董
澄
と
醇
覇
が
林
沖
を
殺
害
し
よ
う
と
使
っ
た
事
が
あ

る
（
h
t
t
p
‖
幸
司
W
W
．
C
n
W
．
n
e
．
j
p
T
u
n
p
u
k
已
旨
u
喝
E
a
－
．
h
t
邑
）
。

軍
中
で
発
令
の
し
る
L
と
し
て
用
い
た
竿
頭
に
鉄
製
の
や
じ
り
状
の
も
の
を
つ
け
た
小
旗
（
『
中
日
大
辞
典
』
大
修
館
書
店
）
。

郎
官
は
漢
代
の
侍
郎
・
郎
中
皆
郎
官
と
い
う
（
『
後
漢
書
』
明
帝
紀
）
。




